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研究成果の概要（和文）：大分県、佐賀県、熊本県、および宮古諸島の諸方言の語アクセントのデータをフィー
ルドワークを通じて収集した。さらに公刊されている日本語および琉球語のアクセントのデータをデータベース
化し、諸方言におけるアクセント型の対応を検討した。当該のデータを分析した結果、佐賀方言と琉球語諸方言
との間に、従来報告されていなかった対応のあることを発見した。もしこの発見が学界に承認されるのであれ
ば、日本語・琉球語の系統関係に関して従来提出されてきたすべての学説が抜本的に改定されることになる。ま
た、作成したデータベースに基づいて、金田一春彦氏の提案する「アクセント類別語彙」の改定案を発表した。

研究成果の概要（英文）：Linguistic data in the Japanese and Ryukyuan dialects, were collected 
through fieldwork in Oita, Saga, and Kumamoto prefectures, as well as in Miyako Islands. In 
addition, published data on the accent systems of the Japanese and Ryukyuan dialects were compiled 
into a database. The analysis of this database enabled us to find those sound correspondences 
between the Saga and Ryukyuan dialects that had not been reported thus far. The findings, if they 
are approved, point to the necessity of revising all the exiting theories on the phylogeny of 
Japanese and Ryukyuan. Also, a new list of cognate words in Japanese and Ryukyuan was proposed for 
the purpose of historical comparative linguistics.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
日本語諸方言の通時的変化を明らかにす

るための枠組みは大別してふたつある。ひと
つは方言の地理的分布に基づいて変化の過
程を推定する言語地理学であり、もうひとつ
は諸方言の比較に基づいて、それらの祖語を
明らかにし、諸方言の系統関係を明らかにす
る比較言語学である。日本語諸方言に関して
は専ら前者の枠組みが用いられてきた（徳川
1993）。一方、日本語諸方言がその祖語から
分岐して現在の姿に至る過程を解明する比
較言語学は、日本語の通時研究にとって重要
であるにも関わらず、これまで十分に取り組
まれてこなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、未解決かつ重要ないくつかの系

統論上問題を有する九州諸方言を分析対象
とする。その目的は、アクセント体系および
形態統語論における改新を、分岐学的手法に
基づいて分析することによって、九州諸方言
の系統関係を解明することにある。 
 
３．研究の方法 
日本語諸方言の系統論の発展を阻害して

きた最も大きな要因は方法論の欠如にある。
共通の改新に基づき系統関係を探求する分
岐学は、日本語諸方言の系統の解明に有用な
手法を提供するが、これまでの日本語研究で
は本格的に用いられることがなかった。 
分岐系統学の観点を導入した比較言語学

では、諸方言が祖語から受け継いだ特徴すな
わち古形の保持（retention）と、変化の過
程で新たに獲得した特徴すなわち改新
（innovation）とが区別され、改新を共有す
る諸方言が系統群として認められる。言語変
化の過程は系統樹の形で表現される。本研究
では、分岐学的手法に基づいて、諸方言を分
析する。 
 
４．研究成果 
（1）佐賀方言における B 類と C 類の区別の
保持 
 
祖語において、同一のアクセント型を有す

る語のグループをアクセント類と呼ぶ。琉球
語諸方言には、B 類と C 類とそれぞれ呼ばれ
るアクセント類が存在する。B 類と C 類には
例えば以下の語がそれぞれ属する。 
 
  B 類：肩・種・汗・雨 

C 類：息・舟・桶・鍋 
 
B 類と C 類の区別は琉球語諸方言にしか認め
られず、日本語諸方言（日本本土の諸方言）
には認められないというのが定説であった。 
 一方で、B 類と C 類の区別は、琉球語と日
本語の共通祖語、すなわち日琉祖語に遡る特
徴であるとみなされる。したがって、B 類と
C 類の合流という改新を、すべての日本語諸

方言が共有していることになる。この合流は、
日本語（本土）諸方言の祖語、すなわち日本
祖語の段階で生じたとみなすことができる。
言い換えれば、B類と C類の合流は、「琉球語
派」と対立する「日本語派」という系統群を
定義する改新のひとつとみなすことができ
る。 
 しかしながら我々の調査（五十嵐・平子
2016）によると、B類と C類の区別の痕跡が、
本土方言のひとつ佐賀県旧杵島郡（以降、佐
賀方言）に認められる。この事実は、B 類と
C 類の合流を経験していない日本語（本土）
方言が存在していることを示唆する。すべて
の本土方言を含み、かつ本土方言のみから構
成される「日本語派」なる系統群がもし存在
しているのならば、B 類と C 類の合流は、日
本祖語の段階で生じたのではなく、日本祖語
が崩壊後に生じたということになる。 
 アクセントを体系的に知ることのできる
最古の文献資料は、平安時代後期の日本語中
央方言の資料であるが、この文献によると B
類と C類の区別は、平安時代後期の日本語中
央方言においてすでに失われている。この事
実と、現代佐賀方言に B類と C類の区別の痕
跡が認められる事実とを考慮すると、佐賀方
言と中央方言との分岐年代は、平安時代後期
以前と推定することが可能となる。 
 アクセント体系における改新に基づいて、
諸方言の系統を解明しようとする研究では、
平安時代後期以前に中央方言と分岐した証
拠の見つかる方言は、琉球語諸方言のみであ
るとされてきた。今回の我々の調査結果から
は、平安時代後期以前には、琉球語諸方言だ
けでなく佐賀方言も、中央方言から分岐して
いたことが示唆される。 
 
（2）「琉球語派」と対立する「日本語派」な
る系統群を否定し、「九州・琉球語派」を提
唱する 
 
日本語と琉球語に関する比較言語学的研

究によると、日本語（日本本土の日本語）と
琉球語（琉球列島の言語）は日琉祖語に遡る
姉妹言語であり、両者の分岐年代は、上代日
本語の話されていた奈良時代より前である
と推定されるという。またこれまでに提案さ
れた系統樹によると、（議論の余地のある八
丈方言を除くと）日琉語族は「琉球語派」と
「日本語派」という 2大系統群から構成され
るという。 
 しかしながら、すべての現代日本語諸方言
を子孫に持ち、かつ日本語諸方言のみからな
る「日本語派」なる系統群は、果たして本当
に存在するのだろうか。もしすべての日本語
諸方言が共有するとみなされてきた言語改
新を、一部の日本語諸方言が共有しておらず、
もし琉球語諸方言のみが共有するとみなさ
れてきた言語改新を、日本語諸方言の一部が
共有しているのならば、「日本語派」なる系
統群は存在しないことになる。 



 五十嵐（2016）は、1) すべての日本語諸
方言が共有するとみなされてきた言語改新
を九州諸方言の一部が共有していない事実
を報告するとともに、2) 琉球語諸方言のみ
が共有するとみなされてきた言語改新を九
州諸方言の一部が共有している事実を報告
し、3) この事実に基づいて、（日本語の）九
州方言と琉球語諸方言とからなる「九州・琉
球語派」なる系統群を提案し、したがって 4) 
琉球語を除外し、かつすべての現代日本語諸
方言を子孫とする「日本語派」なる系統群は
成立しないと主張する。 
琉球語と日本語の分岐年代に関する定説

は以下の通りである（服部 1979; Pellard 
2015）。 
 

 琉球語諸方言は、すべての現代日本語諸
方言が失った、日琉祖語における特徴を
保持している。 

 琉球語諸方言が保持する日琉祖語の特
徴の一部は、上代日本語（8 世紀）の時
代にすでに失われた。 

 したがって、琉球祖語の分岐年代は奈良
時代より前（7世紀以前）である。 

 
琉球語派と日本語派は、以下のように定義

されてきた。 
 

 琉球語諸方言に観察され、日本語諸方言
に観察されない言語改新がある。 

 日本語諸方言に観察され、琉球語諸方言
に観察されない言語改新がある。 

 したがって、琉球語諸方言のみを子孫と
する「琉球語派」と、日本語諸方言のみ
を子孫とする「日本語派」が定義される。 

 
しかしながら、五十嵐（2016）の調査によ

ると、事実は通説とは異なっている。すなわ
ち、 
 

 琉球語諸方言に観察され、日本語諸方言
に観察されないとされてきた言語改新の
一部は、日本語九州方言の一部に観察さ
れる。 

 日本語諸方言に観察され、琉球語諸方言
に観察されないとされてきた言語改新の
一部は、日本語九州方言の一部に観察さ
れない。 

 
九州方言に観察されないが、その他の日本語
諸方言に観察される言語改新がある事実は、
九州方言を除いた日本語諸方言からなる系
統群の存在を意味する。琉球語諸方言と九州
方言が特定の言語改新を共有している事実
は、琉球語と九州方言からなる系統群の存在
を示唆する。以上から五十嵐（2016）は以下
を提案する。 
 
 すべての現代日本語諸方言を子孫に持

つ「日本語派」なる系統群は定義するこ

とができない。 
 琉球語諸方言と九州方言からなる系統

群（「九州・琉球語派」）と、（少なくと
も九州方言を除く）日本語諸方言からな
る系統群（「中央日本語派」）を定義する。 

 
（３）アクセント型の対応に基づいて日琉祖
語を再建するための語彙リスト「日琉語類別
語彙」 
 
祖語において、同一のアクセント型を有す

る語のグループをアクセント類と呼ぶとす
ると、日琉祖語の 2拍名詞には 8つの主要な
アクセント類があることが、服部四郎氏によ
って明らかにされている。日琉祖語を再建す
るためには、それぞれのアクセント類に所属
する語を明らかにする必要があるが、従来の
研究ではそれが十分になされていない。 
従来の語彙リスト（「類別語彙」、「系列別

語彙」など）には、1)琉球語に同源語が見つ
からず、したがって日琉祖語に遡る可能性の
低い語が含まれているという問題と、2)日琉
同源語の相当数が含まれていないかという
問題がある。 
そこで五十嵐（2016b）、Igarashi (2016a, 

2016b)は、アクセント型の対応に基づいて日
琉祖語を再建する研究を発展させることを
目的とした新しい語彙リスト「日琉語類別語
彙」を提案した。このリストは日琉同源語約
1200 語から構成される。従来の語彙リスト
（「類別語彙」、「系列別語彙」など）に記載
された日琉同源語の総数は約 600 語であり、
「日琉語類別語彙」はその2倍の規模を持つ。 
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